
BMS 研究会幹事会（2008 年 7 月 11 日）メモ 

 
（１）第 1 回Ames試験講習会 

 講習会のアンケートを近日中に三浦がまとめる． 

 講習会で撮影したビデオを DVD に須井が編集する．後日，この DVD を講習会参加者に送付． 

 講習会の精算を行い，会計出納書を 7 月中に田中がまとめる． 

 講習会実績報告書を 8 月 7 日までに羽倉が作成し，8 月 8 日に NITE に郵送する． 

 その他反省点や気づいた点(対象受講者のレベル，開催場所，講習会費用，講習会内容，講習会のや

り方等)を議論した．これらは，次回定例会にまとめて発表．7 月中に電子メールにて意見を羽倉ま

で送付． 

 

（２）第 40 回定例会 

 第 40 回定例会（2008 年 8 月 29 日）の国立衛研での開催を確認． 

 定例会のアナウンスを近日中に行うため，三浦が既に作成してあるドラフトを基にアナウンスの文

面を来週中に完成させる．沖縄での JEMS 大会時の BMS 定例会は開催しないことを併せて再連絡． 

 講習会で撮影したビデオを約 1 時間に編集した講習会ダイジェスト版を須井が作成． 

 講習会に参加しなかった BMS 会員に講習会についてのアンケートを実施して，講習会に参加した

方のアンケートと同時に報告する．アンケートの質問は羽倉が作成． 

 定例会の内容の確認： 

1) 第 1 回 Ames 試験講習会の概括を 2 時間（約 1 時間のダイジェスト版の放映やアンケート

調査結果や反省点を含む） 

2) Ames 試験の精度管理の共同研究の内容や結果討論を 1 時間 30 分 

3) 庶務・会計などの報告事項を 15 分 

 

（３）Ames試験Q&A

Ames 試験 Q&A は，次号(No.3)の JEMS News に載せる予定で，その原稿締め切りは 7 月末で発行は 9

月．現在の原稿にはかなりノウハウ的な内容も混じっているため，BMS 会員への特典も考慮して，該当

箇所は削除して JEMS News に載せる．現在の原稿は，BMS 会員のみが閲覧（パスワードが必要）でき

るようにして BMS web に近日中に掲載する．来週中に削除してほしい部分を羽倉までコメントする． 

 

（４）Ames試験マニュアル 

12 月に発行される(No.4)と来年 3 月に発行される(No.1)の JEMS News に分割してマニュアルを載せる予

定．案として，No.4 に「試薬・培地調製」と「復帰突然変異試験」，No.1 に「特製検査と菌の保存」，「検

量線の作成」を載せる．Ames 試験 Q&A と同様，非常にノウハウ的な内容のところは削除して掲載．9

月末までに羽倉までコメント． 

 

（５）BMS幹事の選挙 

2009 年の 4 月及び 5 月に選挙の実施を確認． 

(作成：羽倉) 


